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平成２８年度第７回合志市教育委員会会議録（８月定例会） 

  

１ 会議期日  平成２８年８月２３日（火） 

２ 開議時刻  午後２時２０分 

３ 会議場所  西合志庁舎２階庁議室 

４ 出席委員  委員 髙見博英  委員 坂本夏実   委員 緒方克也 

        委員 塚本小百合 

５ 欠席委員   

６ 職務のために出席した者 

教育長     惠濃裕司 

 教育部長    安武祐次 

       学校教育課   田中正浩教育審議員 

北里敦指導主事 

嶋﨑佳子指導主事 

               鍬野文昭課長 

               上村祐一郎主幹 

       生涯学習課   岐部則夫課長  

人権啓発教育課 三苫幸浩課長 

 

○惠濃裕司教育長 

それでは、８月定例会を開催いたします。会議録の署名者につきまして、坂本委員、

塚本委員にお願いしたいと思います。 

前回の会議録につきましては、特に訂正がございませんので、そのとおり承認をお

願いしたいというふうに思います。 

司会進行を髙見委員のほうに代わりたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

○髙見博英教育長職務代理者 

議事日程につきましては、私のほうで進めてまいります。 

早速ですが、日程１、教育長報告をお願いいたします。 

惠濃教育長。 

 

○惠濃裕司教育長 

８月の教育長報告について申し上げたいと思います。 

７月２２日、第４回教育委員会定例会。 

２３日、県中体連開会式。 

２７日、学校人事課対応。 

２９日、教育講演会。 

３０日、合志市子どもスポーツ大会。 
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７月３１日、合志市戦没者追悼式。 

８月 １日、市の解放子ども会キャンプ。市長協議。 

２日、教育事務所辞令交付。 

３日、市童話発表会。 

４日、県教育長表敬訪問。 

５日、退職校長会総会。 

６日、こうし子ども塾。再春荘病院南病棟サマーフェスタ。 

８日、市の校長会議。 

１０日、初任者研修地域理解研修。 

１７日、西合志中学校地域未来塾打ち合わせ。 

１９日、合志市議会全員協議会。嘱託員連絡会。 

２０日、合生夏祭り。 

２２日、ラジオ体操、黒石原コミュニティセンター。 

それから、管内教育長会議は８月あっておりませんので、今回は、報告はございま

せん。 

以上でございます。 

 

○髙見博英教育長職務代理者 

今ありましたように、管内の教育長会議、８月はあっていないということで、教育

長の動静報告だけでございました。 

今の動静報告の中で御質問があったらお願いいたします。 

特にございませんようですので、次の日程２の議題に移ります。 

第１号議案、平成２７年度合志市一般会計決算（教委所管）について御説明をお願

いいたします。 

鍬野課長。 

 

○鍬野文昭学校教育課長 

学校教育課のほうから、概略について御説明したいと思います。 

これにつきましては、今回の議会に、提案するということになっておりまして、詳

細はもう１枚表紙をめくっていただきますと、１ページから、最後が１８ページまで

あります。 

この中で、１ページでいきますと、１番下の行を見ていただきたいと思いますが、

事務事業名が小中学校分離新設校建設事業、こちらのほうが、皆様御承知のとおり、

新規事業ということで２７年度から行っておりますけども、ここに７７８万円の予算

額に対して７５０万円の執行を行ったと。執行残が２１万９,８９１円ありまして、執

行率としては９７.１％でしたというような見方になります。これは２７年度からの、

執行が始まりましたので、来年以降この辺がもっと大きくなってくる可能性がありま

す。用地購入とか、そういう部分も学校教育課のほうで購入となるとここのところの
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予算額が大きくなってまいります。 

２ページの下から３行目のところに、要保護及び準要保護児童生徒就学支援事業と

いうことで、ここの執行率を見ていただきますと、２８％しかありませんでしたとい

うことになります。これにつきましては、ここに書いておりますように、要保護及び

準要保護の事務を、職員が行いますけども、この事務というのは、支払が１０月と３

月、２回支払いになりまして、そのときにどうしても事務が集中するということで、

その右のほうを見ていただきますと、予算としては時間外勤務手当というのが、予算

措置としてあります。この予算が１５万円あったことに対して４万２,０００円の執行

でしたので２８％の執行率しかなかったという見方になりまして、これにつきまして

は、３月支払ということもありましたので、最終予算で予算の減額を考えはしました

けども、その時期的なもの、最終予算の入力時期が大体１２月から１月にかけて行わ

れますので、３月までを見越しての予算の執行状況を把握することはちょっと難しい

という部分もありましたので、予算の減額はせずに全額予算措置のまま不用額として

１０万円ほど発生したというような内容のものになります。こういうところですごく

低い部分が、たまにございます。 

あとは、４ページの上から３行目に、事務事業名が合志市各種大会出場助成事業と

いう事務事業名がありまして、こちらは予算現額が３００万円に対して支出が１７０

万８,６７０円と、執行残が１２９万１,３３０円発生しております。執行率は５６.

９％ということになっておりますが、これにつきましては、各小中学校の部活動で、

これはスポーツ大会ばかりに限りません、文化関係も含めまして、熊本県の大会等を

勝ち抜いて、九州大会以上に行った場合にそれぞれ出場者に対して助成を行うという

内容のものになります。こちらが２７年度につきましては、高額なものに執行がなか

ったということで、残額が発生したんですが、ちなみに、ここは、毎年変動が大きい

部分で、２６年度は１５件で７４０万円ほどの執行があっております。２７年度は、

件数は１４件とほとんど変わらないんですが、執行はここに書いておりますように、

１７０万円しかございませんでした。内容はどういうものかといいますと、吹奏楽部

は出場する人数が大変多くて、吹奏楽部が九州大会、もしくは西日本大会、全国大会

等に行きますと、ここの金額が、人数が多い分すごく跳ね上がります。２７年度はそ

れがなかったということで、執行額を２６年度と比較をしますと、残額が発生するほ

ど良かったか悪かったかはわかりませんけども、そういう状況になっておりました。 

学校教育課の、予算としましては、総額で、１９億、端数は付きますけども、１９

億から２０億程度、平成２７年度執行を行っておるところです。これには、学校の建

設、その他いろいろ入ったところでの金額になります。 

 

○髙見博英教育長職務代理者 

それでは、岐部課長、生涯学習課関係についてお願いいたします。 

 

○岐部則夫生涯学習課長 
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主だった事業のみ御説明していきたいと思います。 

まず、１９ページの１番下、学校支援地域本部事業というのがありますが、ただい

ま教育長報告からありましたように、今年度は８月１７日に西合志中学校地域未来塾

というような形で協議をしながら進めていっておるところですけれども、昨年度３１

６万円ほどの予算に対して、５４万４,０００円の支出となって、執行率が１７.２％

になっておりますけれども、ここにあります学習支援システム構築業務委託、教材用

備品につきましては、繰越という形で平成２８年度に繰越予算という形で支出をして、

本年度、２８年度でタブレット等を購入し、この地域未来塾で準備をしたところでご

ざいます。そのため、２７年度の決算としては１７.２％という執行率となってしまっ

ております。 

学習への参加機会の提供ということで、生涯学習出前講座事業、市主催行事託児事

業ということで、７５.６％、６６.６％という執行率になっております。これは基本

的に出前講座の場合は、軽スポーツや消費生活それぞれの教室におきまして、各地域

や団体、学校、社会教育団体等から希望があった分に対して、講座の出前をやってお

るというような形で実施しております。そのため、希望が少なければ執行率が悪くな

ってくるというような形です。市主催行事の託児事業につきましても、ヴィーブルで

実施します市主催行事のうち、託児が必要と思われる分について、保育士の派遣を行

っておりますけれども、４回の託児を実施しております。場合によっては、保育士さ

んを３人とか、４人とか予定しておっても、実質は２人でよかったとか、そういう希

望を取ってからやっておりますので、そういう部分で執行率としては低くなっている

部分があります。 

６７の学習への参加機会の提供ということで、ことぶき・高齢者講座事業というこ

とで、７３.５％の執行率になっておりますが、高齢者の方々も、学習意欲が旺盛であ

りまして、月に１回ずつヴィーブルの文化会館を利用しながら、教室を開いておりま

す。今までは、以前まではことぶき大学高齢者教養講座という形で御代志市民センタ

ー、ヴィーブル文化会館ということで別々でやっておりましたが、一本化して、１カ

所のヴィーブルの文化会館のほうで開催しておるというようなところで、執行率が若

干減ってきているというような部分があります。 

次に、合志市市民大学事業ということで、執行率ゼロになっておりますけれども、

今年度から、生涯学習の他の講座と、統合して事業の推進を図っておりましたので、

ここは執行がありません。実際ならば、３月の補正の時点で落とすべきであったと思

いますけれども、そのまま残っておって、執行率がゼロと、ちょっと見た目がちょっ

とあまりよくない状況だと思いますので、次年度につきましては、その辺の整理はき

っちり行っていきたいと思っております。 

６６の学習の啓発というところの一番下ですが、図書館協議会運営事業ということ

で４５.９％の執行率になっております。当初５回を予定しておりましたけれども、３

回の開催という形になったためにこのように形になっておりますが、その中で、指定

管理等についても、協議を重ねてまいりまして、今年度も引き続き協議をしながら、
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平成２９年４月には、指定管理制度へ段取りが打てるように、今準備を進めていると

ころでございます。 

それともう１つ、病気にならない生活習慣の確立というところで、ラジオ体操によ

る市民の健康づくり事業というのが２７年度から、始めております。全体的に大きな

ものとしては全職員に対する時間外勤務手当てをここで計上しておりますので、しっ

かり対応してやっているところとか、うちじゃ全員を集めてはちょっとできないよと

かいう地区もありましたので、行政区的には８３ぐらいありますが、４５地区で取組

が行われましたので、今後も、この取組を継続しながら増やしていこうということで

考えているところでございます。 

最後に、災害復旧費ということで、昨年度台風１５号の被害によりまして、合志小

学校跡のグラウンドフェンス工事、合生グラウンドのフェンス工事等を行っておりま

すので、ここに計上して、工事の執行残という形で６６.５％の執行率というふうにな

っております。 

以上で説明を終わります。 

 

○髙見博英教育長職務代理者 

続きまして、人権教育啓発関係につきまして、三苫課長、お願いいたします。 

 

○三苫幸浩人権啓発教育課長 

うちの課の関係につきまして、御説明を差し上げたいと思います。 

資料につきましては、３０ページからになります。 

まず、民生費ということで、人権啓発にかかる部分の事業でございます。上から２

つ目、ハンセン病啓発事業というところです。これにつきましては、ハンセン病問題

を正しく理解していただくということを目的に、ハンセン病問題を正しく理解する週

間にあわせて毎年開いているものです。昨年度は、恵楓園退所者の中修一さんのほう

に御講演をいただきまして、約６６０名ということで、文化ホールのほうに、ちょっ

と座りきれずに外のロビーのテレビを見ていただくというようなことにもなっており

ます。非常に好評を得た事業でございました。 

その次が人権教育・啓発の研修事業ということで、これにつきましては、市長部局

職員の、研修にかかる旅費、それから参加資料代等の計上している部分です。昨年が

菊池市のほうで部落解放の研究大会がありましたので、例年よりも消耗品費のほうで、

参加料のほうが少し膨らんでいるというような状況でございます。 

それから３番目、地域人権啓発活動活性化事業ということで、これにつきましては、

昨年度は西合志中央小学校で人権の花運動を行いました。子どもたちに人権の花を育

ててもらって、それからとれた種を、風船に付けて飛ばすということなんですが、昨

年があいにく台風にちょうど遭ってしまって、その花の大半がちょっと枯れてしまっ

たというところもあったんですが、残った花を、子どもたちをはじめ、先生、それか

ら人権擁護委員の皆さん一生懸命育てていただいて、子どもたち一人ひとりの分の種
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は、どうにか確保していただきました。１１月１１日に放天のイベントを行いまして、

２、３日したら、大分県のほうからたくさんお手紙をいただいて、自分の誕生日の日

に空からプレゼントが落ちてきたみたないお話もありまして、子どもたちも非常に喜

んでいたというような状況でございます。 

次が、１番下にあります、人権啓発運動団体運営支援事業ということで、これにつ

きましては、合志市のほうに２つの運動団体がございます。全日本同和会合志支部、

それから部落解放同盟合志市支部というところで、２つの運動団体のほうに、補助金

のほうを交付して、しっかりと活動をしていただいているという状況でございます。 

それから、人権フェスティバル開催事業ということで、これにつきましては、毎年

１２月に行っているものです。昨年は辻井いつ子さん、盲目のピアニスト、辻井さん

のお母様ですが、その方の子育てに関わる中でのお話をいただきました。こちらも、

１,２９０人という方の御参加、これまでで一番多い御参加をいただきました。特にＰ

ＴＡのお母様方の参加が、例年になくかなり多ございました。本当に新しい方たちの

発掘につながってきたなというところで考えております。そういうちょっとニーズと

いいますか、焦点を絞ったところで、講師あたりの選定もして、新しい方たちの参加

も、これからもつなげていきたいというふうに考えているところです。 

それから、人権ふれあいセンターの費用になります。主なものとしましては、３番

目、人権ふれあいセンター主催講座等実施事業ということで、各種自主講座あたりを

やって、会館の利用につなげているというところで、もう少しで年間の利用者が１万

人に達するというような状況まで伸びてきております。 

続きまして、合生文化会館主催講座等実施事業、こちらは合生文化会館の主催講座

です。合生文化会館につきましても、いろんな主催講座を通して地域の方との、交流

あたりも進めているというところです。おかげさまで合生文化会館に関しましては、

昨年度１万人の利用者を超えたということで、本当にたくさんの方の御利用を今いた

だいているという状況でございます。 

それから、教育費になります。人権教育にかかる部分です。まず、解放子ども会の

学習会開催事業というところで、右に書いておりますように、小学校、中学校、それ

から高校まで含めたところで開催をしているというところです。子ども会の合同キャ

ンプや、団結餅つきあたりも開催して、仲間づくりにも広く力を入れておりますし、

地域との交流というようなところでも広くやられておられます。 

それから、地域人権教育指導員の配置事業ということで、今うちの課のほうで地域

人権教育指導員、それから社会教育指導員ということでお二人おられます。広く出前

人権講座あたりにも行っていただいておるんですけども、「さしより生バンド」とい

うことで、歌とかゲームとか手話とかですね、いろんなことを交えながら地域の方々

に堅苦しくない、楽しい人権講座ということで進めていただいております。非常に好

評でして、地域のサロンや、敬老会、それから子どもたちの集いあたりにも、お呼び

がかかっております。それから口コミでずっと広がって、今年については、八代市の

人推協の特別部会の講座に、お呼びがあって、２時間ほど講演もされて、非常に好評
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を得て、こんな講座だったら是非参加したいというアンケートのお声も八代市のほう

から届いているところでございます。 

それから、人権教育推進協議会運営支援事業ということで、合志市の人推協のほう

ですね、４分科会あたりもありますけども、そちらの部会の活動にも、しっかりやっ

ていただいているものとともに、昨年は、毎年やっておりました人権教育研究大会を

人権フェスティバルと合同開催というようなところでやらせていただいたというとこ

ろです。 

それから、最後、災害の復旧費ということで、先ほど岐部課長も申し上げました、

台風１５号により被災した集会所の屋根とか、雨どいとかそういったところの修繕費

というところで昨年使っている部分でございます。 

以上でございます。 

 

○髙見博英教育長職務代理者 

はい、各課から説明をしていただきましたけれども、大体９０％以上の執行率とい

うことで、順調に執行されているようでございますが、中には幾つか少ないところに

ついては、今説明があったとおりです。 

御質問は何かないでしょうか。 

では私のほうから２点、人権啓発教育のところでですけれども、０％というのが２

項目入っておりますけれども、右のほう見ますと、何か人権教育の研修を行ったとか

そういうのはありますけれども、予算を伴うようなものはなかったということだった

んでしょうか。 

 

○三苫幸浩人権啓発教育課長 

はい、まず、人権・同和対策連絡会議運営事業というところでございます。これに

ついては、学校、それから行政、そして運動団体で課題であったり、計画であったり

というような部分を、広く共有して事業を取り組もうというような会議なんですけど

も、これについてが、全日本同和会、それから部落解放同盟の運動団体のほうに報償

費として謝金をお支払いしているんですが、部落解放同盟のほうから、自分たちの申

し出でつくっていただいた会議なので、自分たちについては、この謝金については、

御辞退したいということで、いつもお受け取りになりません。それと全日本同和会の

会長が、昨年体調を崩されていて、会議に参加ができなかったということで、支出が

ゼロという形になっているものでございます。 

それから、３１ページ、人権啓発老人憩いの家の維持管理事業というところなんで

すが、これについてが、昨年度から老人憩いの家の利用が全くなくなったというよう

な状況がございまして、立割の老人憩いの家については、現在、第一小学校の放課後

児童教室で利用されているんですが、生坪のほうが老人会も今ない、活動があってな

いというようなことで、昨年度は利用が全くなかったということで、執行率がゼロと

いうところになっております。一応生坪のほうからは、子どもたちのたまり場とかい
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うことにもなってもいけないので、できればちょっと解体を検討していただけないだ

ろうかということでの申し出もあっておりますので、今年度そこら辺もまた十分検討

して、解体ということになれば新年度予算に、計上しようかなと考えているところで

ございます。 

以上です。 

 

○髙見博英教育長職務代理者 

はい、以上の説明でゼロということでしたが、ということで、継続、その方向性と

しては継続というのが残っているわけですね。とすると、もうそこは廃止という方向

というわけじゃないわけですか。 

 

○三苫幸浩人権啓発教育課長 

はい、まずその同対連会議のほうについては、予算をあげて、全日本同和会会長の、

体調が戻れば参加していただけると思いますので、そちらのほうには、お支払をしな

くてはいけないので、この事業については継続をしていくというところです。 

それと、あと老人憩いの家の維持管理ですが、こちらについてが、まだ見通しとし

て完全に廃止するというところまで区のほうとの協議ができておりませんでしたの

で、当面のところ継続というところなんですが、最終的には廃止という形になるかな

というふうには考えております。 

以上です。 

 

○髙見博英教育長職務代理者 

はい、わかりました。ほかに皆さん方のほうから質問ないでしょうか。 

ございませんでしたなら、平成２７年度合志市一般会計決算（教委所管）について

の議題は終了したいと思います。 

続きまして、第２号議案、平成２８年度合志市一般会計補正予算（教委所管）につ

いての説明をお願いいたします。 

まず、学校教育課長、鍬野課長、お願いします。 

 

○鍬野文昭学校教育課長 

では、別冊の２の合志市一般会計補正予算書（第４号）という資料をお配りしてい

ると思いますが、これで御説明をしたいと思います。 

今回の議会に、これも提案をいたしておるところです。今回の予算の総額とその後

の予算額を書いてあります。このまず第１条というところが、１５億４,０４２万１,

０００円を今回の補正予算で全体額として計上をいたしてあります。歳入歳出予算の

総額は、その分を加えた後の、一般会計の総額は２行目のほうに書いてありますよう

に、２３９億５,０８７万１,０００円になる見込みです。議会が終わってしまえば、

この総額はこの金額になる予定でございます。 
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まず、歳入から御説明します。 

表が３段になっておりますが、真ん中の２段目の表をお願いします。こちらにつき

ましては、左の表内に１、民生費国庫負担金、４、教育費国庫負担金、５は災害復旧

費国庫負担金と書いてありますが、学校教育課は、真ん中の４番、教育費国庫負担金

になります。今回の補正では、右のほうを見ていただきますと、補正額という欄があ

ります。２,４４７万２,０００円の補正を、歳入補正を見込んでおります。補正前の

金額は、もともとはありませんでしたので、今回の補正でその額が合計額となって、

計の欄に出てきます。内訳は、右のほうを見ていただきますと、公立学校増築事業費

負担金という名称で２,４４７万２,０００円を計上いたしておりますけども、これに

つきましては、中央小学校の増築を教室不足によって４クラス、増築するところで考

えておりますので、その分を計上いたしております。国庫負担金ということで、国か

らの歳入になります。補助率は、基本的には２分の１ということになります。 

次に、その下の、災害復旧費国庫負担金ですが、これの右のほうを見ていただきま

すと、節という欄があって１、２で分かれておりますが、学校関係は２番。公立学校

施設災害復旧費負担金ということで４,５３６万２,０００円の歳入を見込んでおりま

す。これは今回の熊本地震に伴う国からの負担金の受入れになります。基本的な補助

率は３分の２になります。 

それから、一番下の表。番号が２２の市債ということになっておりまして、これは

市が金融機関からお金を借り入れるというものになりまして、教育関係はその中の６

番目。教育債ということで記載をしてありますが、今回は補正額が１億１２０万円補

正をいたすところです。補正の理由は、右のほうを見ていただきますと、合併特例事

業債ということで、お金を借りるところなんですが、これも詳細は書いてありません

が、先ほど御説明しました中央小学校の増築、この事業費に充てるための起債になり

ます。 

以上が歳入になります。 

次に、歳出予算になります。 

歳出予算の、表が４段の表にわかれております。上から３段目の表を見ていただき

たいと思います。１０の２の３ということで、款、項、目、これも予算費目になりま

して、教育関係予算の費目になりまして、３番が学校施設整備費という予算項目があ

ります。今回はもともと１億５,８２９万４,０００円の予算がありましたけども、そ

れに今回の補正で７,８００万円の追加をするところです。追加したあとの金額、合計

額が２億３,６２９万４,０００円となるところです。その右のほうに、財源の内訳と

いうことで、今歳入で御説明しましたけども、国庫支出金と起債、地方債、合併特例

債ということでお話をしました金額が載っております。その右のほうを見ていただき

ますと、一般財源として３６２万８,０００円ということで、全体の事業費から国庫支

出金等の起債を差し引いた残りが３６２万８,０００円ということになります。呼び方

としては一般財源という呼び方をしております。これは右のほうをまた見ていただき

ますと、理由としましては、先ほどから御説明しております、西合志中央小学校の改
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修事業という名称にしておりますが、増築になります。増築、４クラス、鉄骨造とい

うことで、計画しておりまして、それに伴う事業費ということで委託料が１００万円、

工事請負費が７,７００万円を計画いたしておるところです。 

それから、最後に、災害復旧費の中の小学校施設災害復旧費という項目があります。

右のほうを見ていただきますと、もともと予算がありまして、今回４,３０２万２,０

００円の補正をするところです。合計が７,８７８万２,０００円になるところです。

これにつきましては、財源が国庫支出金と地方債がありますが、右のほう見ていただ

きますと、工事請負費として４,３０２万２,０００円を出しておりますけども、これ

の補正の理由としましては、やはり熊本地震で、小学校７校の、被害に対する改修復

旧工事費ということになります。その不足額として、今回４,３０２万２,０００円を

補正で要求しているところです。 

２番の中学校施設災害復旧費も、今と理由としては同じです。中学校費の補正の額

が１,３５９万９,０００円となっておりまして、内訳は右のほうを見ていただきます

と、こちらにつきましては、１４の使用料及び賃借料というところが２,５９２万円の

減額となっておりまして、１５番の工事請負費が３,９５１万９,０００円ですので、

これを相殺するというような形になります。相殺した額が１,３５９万９,０００円必

要になるということでの要求としております。減額の２,５９２万円は、合志中学校の

仮設校舎を、今回の地震災害復旧の中で必要になるだろうということで考えておりま

したけども、結果的にはどうにか夏休み期間中に工事が完了するということですので、

不要になったということで、今回減額をいたすところで考えております。その分相殺

ということでお話ししましたように、工事請負費に財源と差引きすると不足がありま

すので、その不足額を今回要求しております。 

学校教育課につきましては、以上です。 

 

○髙見博英教育長職務代理者 

はい、続きまして、生涯学習課についてお願いします。 

岐部課長。 

 

○岐部則夫生涯学習課長 

はい。それでは、生涯学習課について御説明いたします。 

まず、債務負担行為補正ということで、図書館指定管理ということで、３億１,５０

０万円をあげております。これは平成２９年度から指定管理制度を導入することに伴

いまして、このあと審査委員会、また議会への上程等々がありますので、この時期に、

補正を行って、予算の担保をするというようなことになりますので、ほかのふれあい

館、みどり館、老人憩いの家についても同じような意味合いで、ここで補正をあげて

ありますので、同様に図書館についても３年間の指定管理ということで予算の計上を

いたしております。 

続きまして、歳入の部分の市債というところで、１０ページの一番下、款２２、市
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債、項１、市債の６教育費の合併特例債事業ということで、生涯学習課の分で５,１３

０万円の起債をするということになっておりますが、これにつきましては、あとで御

説明いたしますが、野々島公民館を、解体しなくてはなりません。そのための９５％

分を、５,４００万円のうちの９５％分を起債として計上するということになっており

ます。 

続きまして、歳出のほうの御説明をいたします。 

生涯学習課分につきましては、ちょっといろんな款、項、目が入り組んで計上して

おりますので、ちょっと順を追って説明をしてまいりたいと思います。 

まず、民生費の４、災害救助費、１、災害救助費の中の１９、負担金補助及び交付

金でございます。あとのほうで議題としてまた説明はいたしますけれども、今度の地

震に伴いまして被災した各地区の公民館の備品及び建屋、建物の災害復旧ということ

で、備品について１２０万円、公民館の復旧工事で２,０３４万６,０００円というこ

とで計上をいたしております。備品については６件、地区公民館については４２件の

被災があっております。全地区８３の行政区全部の区長さんに連絡を取りまして調査

をいたしております。 

続きまして、１０の教育費、５、社会教育費です。１の社会教育総務費につきまし

ては、給料、職員手当等につきましては、これは新採の職員が１人おりますので、そ

の関係であとで文化振興費のほうでは減額しておりまして、こちらの社会総務費のほ

うに振り替えておるというようなことになります。１４の使用料及び賃借料につきま

しては、５３万５,０００円を計上しておりますが、これがこの前お話をしておりまし

た、成人式のホテル借上料になります。 

次が公民館費で１,６６４万円の減額です。野々島公民館の設計委託という形で、平

成２９年度に建設予定でございましたが、この分建設の予定でございます。この分の

設計委託を減額しております。減額したかわりに、今度は上の９、消防費、１、消防

費、４、防災対策費という形で、防災拠点センター建設設計委託ということで２,４１

０万円を計上しております。国交省の、補助金が取れそうなので、ここで振り替えて、

野々島公民館、平常時はコミュニティセンターとして地域の拠点、講座等ができるよ

うな拠点として、非常時には、避難所であったり、備蓄倉庫があったりとか、福祉的

な避難所であったりとか、活用できるような防災センターということで補助が、熊本

県自体が激甚災害を受けていますので、補助が付きそうですので、それに振り替えて

おるというようなところでございます。予定通り、２９年度に建設が運べるようにし

ていきたいというふうに考えております。 

１５の工事請負費で施設解体工事が５,４００万円と、これが野々島公民館の解体費

用になります。平成２９年度に建設をその国交省の補助金を得てするためには、２８

年度中に、野々島公民館を解体しておく必要が出てきましたので、早急に、事務処理

を行って、解体をして、下手すると２８年度中に着工をしなさいというような形にな

るかもしれませんので、なるべく早く解体をしていきたいと考えております。１８の

備品購入費は、地震によりまして、市民センターの分の電話機が故障いたしましたの
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で、その分の増額になります。文化振興費の給料、職員手当につきましては、先ほど

御説明したとおり、振替分の減額になります。文化財保護費の需用費、施設修繕費と

備品購入費につきましては、これは郷土資料館、西合志郷土資料館の分で、施設の修

理をした際の不足分と、それともう１つは、消化器の追加をしなさいというような指

示が出ましたので、その分の追加購入というような形の増になります。図書館費につ

きましては、施設の修繕費として４４万３,０００円を増額しております。これは図書

館のトップライトが故障しておりましたので、その分の増額補正となっております。 

次、１０、教育費、６、保健体育費、２、体育施設費の１５、工事請負費です。５

９万４,０００円を増額しておりますが、これは総合運動公園にあります電気関係の開

閉器の取り換え工事分になります。 

それと今度は、災害復旧費の文教施設災害復旧費、３の社会教育施設災害復旧費で

す。１２の役務費は、図書館のヴィーブル館のほうの電気機器が、テレビが３台水漏

れによりまして被災しまして、破棄をしなくちゃなりませんが、その際に家電のリサ

イクル料金がかかるということで、その分を計上しております。１３の委託料につき

ましては、図書館の設計委託ということでその分を計上しております。工事が追加に

なる可能性がありますので、その分の設計委託です。１５の工事請負費につきまして

は、まずは図書館の、西合志館の建物の復旧工事費と御代志市民センターの消火栓の

復旧工事の取り換えと、それと各市民センターの復旧工事分をここに計上しておりま

す。それと備品購入費につきましては、図書館の備品購入が３００万円あげておりま

す。実際につきましては、４,９００冊で１,０００万円ぐらいの被害にあっているん

ですけれども、結局１,０００万円分買おうとしても、まずは期間的な問題があります。

それと、もう廃刊となって購入ができない本もあるということで、一応今回３００万

円計上しておるというようなところでございます。 

最後に、体育施設の設計委託ということで３５５万円を計上しておりますが、これ

につきましては、あとでも台風災害の状況のところで御説明いたしたいと思いますが、

泉ヶ丘体育館を再開しておりましたけれども、電気工事をするときに調査をしたとこ

ろ天井の鉄骨と柱を結んでいるボルトが、全部で２０本ぐらいあるんですけれども、

それが１０本ほど根元から外れたり、折れたりとかしておる状況が発覚しましたので、

すぐ泉ヶ丘体育館を閉鎖いたしまして、設計委託をあげてどのくらいの金額で修理が

できるかというようなところで準備をしておるところでございます。 

生涯学習課関係は以上です。 

 

○髙見博英教育長職務代理者 

はい、それでは人権啓発教育課につきまして、三苫課長、お願いいたします。 

 

○三苫幸浩人権啓発教育課長 

はい、人権啓発教育課につきましては、今回、補正予算の計上はございません。 
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○髙見博英教育長職務代理者 

はい、３課からの説明がありましたけれども、何か御質問はございませんか。 

さっき国交省からの補助で防災センター建設というふうになるから補助があるとい

うことでしたけども、この補助額につきましては、学校教育課であったような３分の

２の補助ということでしょうか。 

はい、岐部課長。 

 

○岐部則夫生涯学習課長 

はい、この補助額につきましては、その激甚災害指定によりましての国交省の補助

事業というような形で２分の１でございます。 

以上です。 

 

○髙見博英教育長職務代理者 

皆さん方のほうから何か御質問ないでしょうか。 

ございませんでしたなら、第２号議案、平成２８年度合志市一般会計補正予算（教

委所管）につきましては、以上でよろしゅうございますか。 

それでは、原案のとおりでよろしくお願いいたします。 

次の報告事項にまいりたいと思います。 

まず、（１）平成２８年度合志市教育努力目標についての説明をお願いいたします。 

安武部長。 

 

○安武祐次教育部長 

この教育努力目標につきましては、合志市の総合計画、健康都市こうしということ

で、本年度からスタートします部分について、教育部分について目標設定をしている

というところになります。 

まず、学校関係の、努力目標ということで、これにつきましては、目標値のほうを、

ＡからＤまで４つの項目でやっております。まずは学力向上ということでの標準学力

検査、これの標準値を５０としたときの平均値、これにつきましては、２６年度の実

績値が５２.４ということになっておりまして、２８年度目標を５３.０％というよう

な形でするものでございます。この目標値につきましては、一応皆さんのほうに、２

８年度合志市教育努力目標具体実践事項ということで、これは３月の時点で２８年度

に取り組む目標ということでしておりますけども、こちらのほうを載せているところ

でございます。不登校の出現率、こちらのほうについては、目標を１.０％以下と、そ

れから、問題行動につきましては、６件以下と、それと体力テスト、これにつきまし

ても７６％以上とするような形で、これは以前の取組があっているところの部分をし

ているところです。 

あと重点の取組という部分につきましては、これは先ほど言いました、３月の時点

で載せております確かな学力の向上、豊かな心の育成、たくましい心身の育成という
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ような部分で、それぞれの項目をあげているところです。 

説明のほうについては、御覧いただきながら割愛をさせていただきたいと思います。

あとで熟読をお願いいたします。 

それから、人権啓発の努力目標につきましては、目標値ということでは、過去１年

間で人権侵害を受けたと思っている人の割合はということになります。２６年度実績

値が１４.６％ですので、２８年度目標値は１４.３％と。以下につきまして、それぞ

れの施策をしております。人権尊重についての理解と相談体制の充実など、あらゆる

機会を通した人権教育・啓発活動の推進ということで、それぞれに項目をあげている

ところでございます。これにつきましても、あとでこういった形で事業を進めていく

というところで御覧いただきたいと思います。 

次に、生涯学習努力目標です。市民参画によるまちづくりの推進ということで、こ

ちらのほうにつきましても、目標値が地域の活動やボランティア活動、ＮＰＯ活動に

参加している市民の割合という部分が目標値に設定しまして、２６年度の実績値が６

４.６％ですので、２８年度目標値を６５％以上と。それから、市で行う説明会や行事、

イベントなどに参加している市民の割合という部分につきましては、実績値７４.１％

ですので、目標値を７４.３％というところにしているところでございます。 

それから、２の子どもを見守り、育てる地域づくりということにつきましては、目

標値の設定的には、子育てに関する悩みを抱える世帯の割合はということで、実績値

６２％に対して、目標値は６１.５％。それから、子育てのための経済的支援が充実し

ていると感じる世帯の割合ということで、実績値６４.７％を目標値６５.０％以下に

すると。それから、子どもの安全に不安を感じる世帯の割合はということで、実績値

３５.７％、目標値は３５％以下にするというようなところで、それぞれの実働部分に

ついて、それぞれの事業を行っていくと。 

それから、生涯学習の推進という部分につきましては、目標・目的を持って実際に

学習を行っている人の割合はということで、実績値３０.２％に対して、目標値は３５

％以上と。取組的には、下のほうに学習の啓発から図書館活動の推進、青少年の健全

育成という形で取組を行っていくということです。 

それから、４の生涯スポーツの推進ですけども、こちらも目標値、目標・目的を持

って実際にスポーツを行っている人の割合はということで、実績値３４.４％ですの

で、目標値は３５％以上になるようにと。これもそれぞれの事業を、取組をそれぞれ

の項目ごとにお示しをしているところでございます。 

最後に、歴史と伝統文化を生かした郷土愛の醸成ということにつきましては、目標

値を３つ設定しております。歴史・伝統文化に触れている市民の割合、これについて

は、実績値４８.７％、目標値を４９.３％以上とする。合志市を郷土として、愛着を

感じている市民の割合、これにつきましては実績値７２％ですので、目標値を７２.

５％以上になるように。それから、郷土として誇りを持っている市民の割合というの

については、実績６１.１％ですので、目標値を６１.４％としまして、それぞれの取

組を行っていくというところにする部分でございます。 
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こちらのほうは８年間の構想の中で、行うものですけども、４年越しに、目標値的

には変更をしていくところでございます。これらの設問につきましては、年に１回、

市民アンケートというような形で出してきますので、その市民アンケートに基づいて、

この目標値をクリアできるかどうかというものがなってきますので、今後４年間、こ

こに示しております重点の取組、そういったものを行って、目標値をクリアできるよ

うな形で、進めていきたいと考えているところです。 

以上です。 

 

○髙見博英教育長職務代理者 

はい、学校教育努力目標につきましては、３月の教育委員会の中でも本年度のこと

について一応皆さん方と協議してある程度決定をしておったわけですけれども、目標

値については２７年度の実績を踏まえた上での目標値設定ということで、そこはまだ

見送りになっておったわけです。ですから、今説明があったようなところでの今年度

の目標値設定を今説明があったところでございますが、何かお気づきの点あったらお

願いいたします。 

坂本委員。 

 

○坂本夏実教育委員 

御説明ありがとうございます。 

２６年度の実績ということで、２７年度の実績が出ていないのでということですよ

ね、すべては。初歩的な確認です。 

 

○髙見博英教育長職務代理者 

２７年度じゃなくて２６年度を出している根拠をお願いいたします。 

はい、安武部長。 

 

○安武祐次教育部長 

はい、今２７年度については、先ほど決算書というのをお見せしましたけども、施

策の、マネージメントシートでの評価という形で、この評価については来年度予算に

向けた評価をちょっとしていきますので、その実績値が、今確定がしてないもんです

から、申し訳ございませんけど、機会あって２７年度実績値については、また御報告

をいたしたいと思います。 

 

○髙見博英教育長職務代理者 

はい、よろしいでしょうか。 

ほかに何か御質問はございませんでしょうか。 

緒方委員。 
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○緒方克也教育委員 

すみません、４年ごとといいますと、これは去年ももしかするとお話があったかも

しれませんけど、いつになるんでしょうか。 

 

○髙見博英教育長職務代理者 

はい、安武部長。 

 

○安武祐次教育部長 

はい、これにつきましては、基本構想ということで、今年度から３５年までの８年

間が基本構想になります。それを、２つに分けて第一次の基本計画、第二次の基本計

画というような形で、前半の４年間が第一次の基本計画、そして後半の４年間が第二

次の基本計画というふうになりますので、まずは第一次の基本計画期間中がこの目標

というか、期間中の部分で、進めていって、その次の基本計画にまた生かしていくと

いうような形になるかと思います。 

 

○髙見博英教育長職務代理者 

よろしいでしょうか。一応、先だっての会議のときにも出たかと思うんですけれど

も、何年間かの目標値がそのまま残っておいて、実際の年度ごとの目標値がそれをク

リアしているのに、新年度つくる目標値がそれよりも低いのはなぜかというのがあり

ますけれども、さっき説明があったように、４年間を見通しての設定はそのままにし

といて、ただ教育委員会として、年間ごとの努力目標、新たにその学校宛てに徹底を

するときには、その都度ある程度、前年度を踏まえたところでの訂正をしながら学校

に示していく方向ということで了解しておりますので、そういうところで変更がある

ことをお考え願いたいと思います。 

はい、安武部長。 

 

○安武祐次教育部長 

すみません、ちょっと説明不足だったんですが、一応、基本計画の中には、２８年

から３１年までの４年間、一応目標は設定してあります。今回は２８年度だけを、お

出ししておりますけども、この目標設定については、毎年毎年この４年間の目標をク

リアできているかという形での判断をしていきたいということです。 

 

○髙見博英教育長職務代理者 

はい、今説明があったとおりです。 

ほかに何かお気づきないでしょうか。御質問ないでしょうか。 

はい、北里指導主事。 

 

○北里敦指導主事 
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４ページをお開けいただきたいと思います。 

特色ある学校づくりの中の英語教育の推進のところで、本年度からイングリッシュ

キャンプを実施することになりましたので、この英語教育の推進の中にイングリッシ

ュキャンプの実施ということを付け加えていただいたらいいかと思います。 

以上です。 

 

○髙見博英教育長職務代理者 

はい、今説明があったイングリッシュキャンプにつきましては、先だっての教育委

員会の中でも一応提案があって了解をしておりますので、追加記入をお願いいたしま

す。 

はい、教育長。 

 

○惠濃裕司教育長 

すみません、この宿泊教室、これは何を意味しているんですか。チャレンジ大会の

あとに宿泊教室とあるでしょう。だから、これが私、イングリッシュキャンプという

ふうに、私は読み換えていたんですけども。だから当時名前を考えていなかったから、

だからここを読み換えるという形で。 

 

○髙見博英教育長職務代理者 

はい、今教育長からの補足説明があったように、宿泊教室と書いてあるものが、実

はイングリッシュキャンプという名称になっておるというところで御理解をくださ

い。ということで、新たに書く必要はございません。 

ほかに何か御質問ないでしょうか。 

はい、嶋﨑指導主事。 

 

○嶋﨑佳子指導主事 

８ページです。 

２．子どもの見守り、育てる地域づくりというのの目標値が書いてありますけれど

も、その２つ目が実績値が６４.７％、平成２８年度の目標値を６５.０％以下と書い

てありますけれども、これは以上の間違いじゃないかなと思っていますけれども、い

かがでしょうか。 

 

○髙見博英教育長職務代理者 

今のところについては、以上に訂正をお願いいたします。 

ほかにございませんか。 

ございませんでしたなら、以上の訂正をもって、合志市教育委員会努力目標に決定

したいと思います。よろしくお願いします。 

では、次にまいります。 
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（２）合志市自治公民館等災害復旧事業費交付要綱についての説明をお願いいたし

ます。 

はい、岐部課長。 

 

○岐部則夫生涯学習課長 

平成２８年度熊本地震における合志市地区公民館等災害復旧事業費補助金交付要綱

という形で出しております。生涯学習課のほうでは、地区公民館に対する建設改修に

伴います補助金と備品に関する補助金が今現在あります。それはあくまでもそのトイ

レを改修するとか、そういうような部分ですので、今回地震によりまして大きな被害

が出ておりますので、それに対して別に、補助金の交付要綱を定めまして、この地震

に対する復旧のために補助をするというような形になります。通常、改修の部分につ

きましては、５０万円が上限で３分の１補助という形ですが、今回につきましては、

第３条の２にありますように、補助金の額は、予算の範囲内において前項に規定する

対象経費からその経費のための寄附金及び保険金、その他収入額を控除した額に３分

の２を乗じて得た額とし、１５０万円を限度とすると。かなり大きな補助要綱として

おります。 

先ほども予算のところで御説明いたしましたが、２,３００万円ほどの補正を今回組

みまして、一応全地区調査はしましたが、手を挙げているところの公民館が４２公民

館あります。一応今年中、平成２８年末までに、申請をしていただいて、工事は、平

成２９年、来年中に、工事を終了していただいて、補助を出すというような形にして

おります。先日行われました、議会の全員協議会及びそのあと行われました、区長嘱

託員会議の中でも報告をいたしまして、幾つか御質問等がありましたが、あくまでも

復旧のための補助金ですということで、希望としては、耐震までとかいうようなお話

もありましたが、まだそこの部分につきましては、その耐震工事までするとまた時間

もかかりますし、現状の地区公民館を、早く使えるようにするためにというようなと

ころでの補助というようなところで御了解をしていただいたところでございます。 

説明は以上です。 

 

○髙見博英教育長職務代理者 

はい、今説明があったとおりで、一般的な公民館等についての改修、あるいは備品

等についての補助はあったわけですけども、今回のような大きな災害があったときに、

特にいかにして補助をするかというこういう要綱がなかったもんですから、きちんと

した要綱のもとにこういう災害復旧に対する予算措置をしていくということで出され

たものでございます。 

何か御質問ございませんでしょうか。 

具体的に今年中にこれはもう施行されて、例えば、今年中に、もう急いで改修がで

きたときには、今年中にこのお金の支給もなされるのか。あるいは、もうこの要綱は

今年だけだけれども、さっき２９年度工事終了ということでしたけれども、２９年度
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にならないとその実費、支給というのはないんでしょうか。 

岐部課長。 

 

○岐部則夫生涯学習課長 

災害の内容も、それぞれにやっぱ地区公民館ごといろいろ違いますので、今度の９

月の補正で計上しておりますように、２,３００万円ほど計上しておりますので、でき

た分については、逐次補助を出していくと。次年度、平成２９年度までに持ち越した

分については、繰越をするなり、また改めて当初予算に組み直すというような形を取

っていきたいと思っております。 

以上です。 

 

○髙見博英教育長職務代理者 

はい、すみませんでした。先ほどの予算の説明の中でその項目あったんですけれど

も、私が失念しておりました。 

ほかに何か御質問ございませんでしょうか。 

なければ、合志市自治公民館等の災害復旧事業費交付要綱については、原案どおり

で決定したいと思います。 

では、続きまして、（３）９月の行事予定について説明をお願いいたします。 

田中審議員。 

 

○田中正浩教育審議員 

はい、それでは、順を追って説明してまいります。 

９月 １日、市Ｐ連の懇談会。 

３日、郡市童話発表大会。 

５日から８日、市議会委員会。 

５日、市校長会議。 

６日、管内教育長会議。 

８日、管内校長会議。 

１２日、就学指導委員会。 

１３日、学校訪問、西合志第一小学校。 

１４日から１５日、ことば教育の先進地視察、世田谷区。 

１６日、市議会本会議最終日。 

１７日から１９日、イングリッシュキャンプ。 

１７日、こうしこども塾。 

２０日、郡市中体連の陸上競技大会。 

２１日、学校訪問、合志中学校。校区説明会。 

２５日、校区説明会。 

２７日、学校訪問、西合志東小。 
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３０日、学校訪問、西合志中。 

あと学校関係の行事も見て御覧いただくとわかりますように、修学旅行、集団宿泊

学習等、かなり目白押しに並んでおります。 

以上でございます。 

 

○髙見博英教育長職務代理者 

今説明があったように、学校訪問がありますけれども、２７、３０日の諸表簿訪問

の際は、教育委員の出席は要りませんので。 

それでは、定例の教育委員会議はどこで可能でしょうか。 

 

○田中正浩教育審議員 

第１案としまして９月２７日、火曜日、午後からいかがでしょうか。 

 

○髙見博英教育長職務代理者 

２７日の午後という案ですけれども、委員の皆さん、いかがですか。よろしいです

か。 

はい、それでは、定例の教育委員会議は９月２７日、午後２時に定例会、その前の

１時から学習会を行いたいと思いますので、よろしくお願いします。 

では、今の行事について何か御質問ございませんか。 

はい、教育長。 

 

○惠濃裕司教育長 

２７日の定例教育委員会の１３時から学習会は、これはコミュニティ活動ですね。 

 

○髙見博英教育長職務代理者 

今ありましたように、学習会につきましては、後ほど触れるつもりでしたが、先だ

って予定しておりました、会の中で、地域コミュニティについての学習会をしようと

いうことでしたので、それについての準備のほうを、岐部課長、お願いしたいと思い

ます。 

特に９月行事はないということであれば、次に移りたいと思います。 

それでは、その他、まず学校訪問について説明をお願いします。 

はい、北里指導主事。 

 

○北里敦指導主事 

学校訪問について御説明いたします。 

教育審議員のほうから９月の行事予定でお話をされましたが、９月１３日、火曜日

と９月２１日の水曜日に学校訪問、総合訪問が予定されております。 

まず、９月１３日、火曜日のほうから御説明いたします。 
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９月１３日、火曜日は、西合志第一小学校の総合訪問がございます。日程を出して

おりますが、学校集合が８時１０分ということでお願いいたします。 

そして、職員紹介が職員室で８時３０分から８時４０分。そのあと、１校時目に概

要説明を図書室で行われます。８時５０分から９時３０分。２校時と３校時で授業参

観が２コマ用意されております。そのあと、図書室で市教委の打合せということで１

１時４０分から１２時２５分。昼食をプレイルームで１２時半から１３時１５分。そ

の後、１３時１５分から１５時２０分までは、教育委員会の先生方の一応フリーの時

間になっております。その時間帯で分科会が行われます。管理部会のほうは、教育長

のほうが御出席で、校長室で行われます。その分科会の１つとして、生涯学習部会が

行われますので、岐部課長のほうはその時間帯のほうで御出席をお願いいたします。

最後に、学校訪問のまとめということで、図書室で１５時３０分から１６時３０分ま

で行われます。この学校訪問のまとめには、教育委員の先生方のほうも御出席をお願

いしたいと思います。 
控室ですが、市教委の控室は、図書室を準備されておりますので、学校に来られま

したら図書室のほうで控えをお願いしたいと思います。 
昼食会場はプレイルームということになっておりますので、ここは書き換えをお願

いいたします。 
職員紹介ですが、職員紹介の順番ですが、私のほうが進行をいたしまして、まず、

第一小学校の職員紹介、その後、菊池教育事務所の職員と関係者の紹介、そして教育

委員会の紹介ということで、ここに書いておりますような順番で紹介をさせていただ

きますので、よろしくお願いいたします。当日、並ぶ順番のほうは、当日御説明いた

します。 
概要説明では、まず、教育委員会を代表いたしまして髙見教育長職務代理者、先生

のほうから教育委員会の挨拶をお願いいたします。そして、校長挨拶、概要説明、質

疑応答というような順番でいきます。 
授業参観では、２コマ見ていただくことになります。教育委員会の案内のほうは、

緒方教頭先生のほうがされるかと思います。 
授業参観の視点としまして、大きく５点書いておりますので、こういう視点で見て

いただいて、あとからの市教委の打合せの中で「気づき」のほうを出していただきた

いと思います。よろしくお願いいたします。 
最後の学校訪問のまとめでは、校長先生の挨拶、意見交換。意見交換の中で、教育

事務所の「気づき」につきましては、荒牧指導主事からあります。教育委員会の「気

づき」としましては、田中教育審議員のほうでお願いいたします。教育委員のその打

合せの中でこの「気づき」について、教育委員さんのほうからもいろいろと出してい

ただいて、それを田中審議員のほうがまとめていただくというような流れになります。 
最後に、教育委員会の謝辞ということで、惠濃教育長のほうから謝辞をお願いした

いと思います。 
一応、第一小学校の学校訪問はこのような流れになります。 
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続いて、９月２１日、水曜日に合志中学校の総合訪問がございます。大きなところ

は第一小学校とほぼ一緒ですが、学校集合の時間帯が５分早めで書いております。８

時５分ということでお願いいたします。職員紹介が８時２５分から始まります。５分

早くなりますので、５分早めに集合ということで書いております。流れはもう第一小

学校とほぼ一緒ですので、見ていただいたらいいかと思います。 
また、当日は、生涯学習部会も開かれますので、岐部課長のほうは、すみませんけ

ど、９月２１日、合志中学校のほうに午後から御出席をお願いしたいと思います。 
９月１３日、火曜日と２１日、水曜日、第一小学校と合志中学校の総合訪問に関し

ましては、お忙しい中ですけれど、教育委員の先生方のほうは御指導お願いしたいと

思います。 
以上でございます。 
 

○髙見博英教育長職務代理者 

はい、今説明があったとおりですけども、時間が違っておりますので集合時間を間

違えないようにお願いいたします。 

それから、これは給食費については、全員そろっていますかね。 

 

○北里敦指導主事 

給食費につきましては、はい、この前提案いたしました、お金のほうで一括してこ

ちらのほうでまとめて払いたいと思っております。 

よろしくお願いします。 

 

○髙見博英教育長職務代理者 

今ありました、学校訪問について御質問ございませんか。 

塚本委員、よろしいですか。 

はい、それでは、その次に行きます。 

生徒指導について説明をお願いいたします。 

嶋﨑指導主事。 

 

○嶋﨑佳子指導主事 

生徒指導について御説明いたします。 

合志中学校、それから西合志南中学校の生徒数のほうが随分増えているようになっ

ておりますが、特に、西合志南中学校の人数が多くなっております。これにつきまし

ては、西合志南中学校に教育事務所のほうから御指導をいただきまして、特に心配の

子どもたちをすべてあげてくださいというふうな御指導がありましたので、これから

心配の子どもたちすべてを出したような形になっております。月に３日休みがある生

徒が４カ月で１２日というふうな形の子どもたちも含めて、ここでは報告しておりま

すので、西合志南中学校だけ少し多い形になっておりますが、事務所のほうに確認し
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ましたところ、そこの判断基準が違う形で結構ですので報告をしてくださいというこ

とでしたので、今回、西合志南中学校の人数が増えているというふうになっておりま

す。子どもたちの様子としましては、昨年度に引き続きの子どもたちが中心でありま

すけれども、随分学校のほうでもケース会議を開いておりまして、子どもたちへの対

応としましては、多角的にできているというふうに考えております。 

それから、不登校の生徒が２０名ということで、これにつきましては、やはり西合

志南中学校と合志中学校での人数が増えておりまして、昨年度よりも人数が増えてい

る状況にあります。６月までは４月の震災のために不登校にあがっていない子どもた

ちがいるというふうにお伝えしておりましたけれども、そのような子どもたちがもう

７月の段階では不登校生徒、３０日以上という形での報告になっておりますので、急

に増えたような形になっておりますけれども、そのような事情があります。これまで

も随分ケース会議、それから連絡会をしておりまして、子どもたち一人ひとりへの対

応ということについては、しているところですけれども、まだまだ十分でないような

状況がありますので、これから子どもたちの欠席が増えないような形での取組を各学

校でお願いをしているところです。 

本日、適応指導教室の合同学習会というものがありまして、適応指導教室に通級し

ている子どもたちだけではなく、卒業した子どもたちも今日は参加しました。５名の

参加です。それから、今担任だとか、それから、合志市のＳＳＷ、そして教育事務所

のＳＳＷも来られて、今日は２２名の参加での合同学習会がありました。卒業した子

どもたちの様子としましては、学校に行っている子どもたちがほとんどですので、そ

れについてはそれなりの成果ができていると思いますし、適応指導教室での出席のた

めに、不登校の傾向にも入らない子どもたちがたくさんおりますので、適応指導教室

の上手な活用の仕方についても各学校にお知らせしていく必要があるというふうに考

えているところです。 

以上です。 

 

○髙見博英教育長職務代理者 

はい、今説明があったとおりですが、もう１回ちょっと確認なんですが、西南中に

ついて、事務所からの調査依頼の中で、３日以上の連続欠席があったものも登録せよ

ということですね、ちょっと聞き損ないましたので、ちょっとそこのところのもう１

回説明をお願いします。 

 

○嶋﨑佳子指導主事 

はい、不登校傾向というふうにあげられる子どもたちは、４月から１０日以上の欠

席になります。１０日以上３０日未満の生徒になりますけれども、西合志南中学校で

は、３日、３日、２日、３日の１１日で不登校傾向というふうにあげている生徒が数

名います。この子たちの状況を見てみますと、週明けにお休みがよくみられるという

ふうな子どもたちや、病欠だけれども、ちょっと不安なところがあると、疑問がある
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という子どもたちも含めての数字をあげていただいていますが、これについては、全

学校でそのように判断しているわけではございません。西合志南中学校では、そうい

うちょっと心配な子どもたちも含めて報告をしてくださいというふうに、学校を個別

に指導があったということでしたので、数が多くなっている状況にあります。 

 

○髙見博英教育長職務代理者 

はい、わかりました。 

ほかの、例えば、不登校で３０日以上の欠席とか、それについては特に調査変更は

あってないわけですね。 

 

○嶋﨑佳子指導主事 

はい。 

 

○髙見博英教育長職務代理者 

はい、わかりました。 

今説明があったとおりですが、御質問、はい、教育長。 

 

○惠濃裕司教育長 

西南中の不登校解消１について、ちょっと御説明いただけますか。 

 

○髙見博英教育長職務代理者 

解消の様子についてはどうかということでしたが、わかっておればお願いいたしま

す。 

 

○嶋﨑佳子指導主事 

確認します。 

 

○髙見博英教育長職務代理者 

はい、それでは、不登校解消については、あとでほかの学校等も含めて、ちょっと

確認をしてください。あとで結構ですので。 

ほかに、今の生徒指導関係で御質問ないでしょうか。 

なければ、先に進みたいと思います。 

合志歴史資料館及び西合志郷土資料館の一本化とマンガミュージアムの整備につい

ての説明をお願いいたします。 

はい、岐部課長。 

 

○岐部則夫生涯学習課長 

資料は別に１枚ものの用紙をお出ししております。合志市郷土・歴史資料館条例と
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いうやつをちょっと見ていただければと思います。現在、合志市の条例といたしまし

ては、合志市西合志郷土資料館というものと、合志市合志歴史資料館という２本の館

を有しているというような状況でございます。当然いろんな学校からの視察や歴史を

学ぶというような形で視察等も行っておりますけれども、１点目として、資料館につ

きましては、西合志郷土資料館は、旧西合志の情報しかないと。合志歴史資料館につ

いては、合志の歴史しかないというようなことで、子どもたちが勉強しても、言うな

ら片一方の歴史しか知らないと。合志市全体の歴史を学んでいないのではないかとい

うような御意見もあっております。そういう中で、郷土資料館のほうをマンガミュー

ジアムという形でリニューアルし、ヴィーブルにあります歴史資料館を統一的なもの

が研修できるように、整備していきたいというようなことであります。現在、地震の

影響もありまして、両館とも閉鎖をしている状況であります。特に郷土資料館のほう

は、マンガミュージアムへ備えて、中の改修など、その辺も今後やっていくというよ

うなところになっております。 

流れといたしましては、この郷土・歴史資料館の条例を３月の定例会あたりで条例

改正を行ってまいりたいというふうに思っております。どう改正するかといいますと、

１本にするというようなことです。下の合志市西合志郷土資料館というような部分を

削除して、一本化していきたいというふうに考えております。 

裏面を見ていただきますと、合志マンガミュージアムの整備行程表ということで行

っておるところでございますが、この中身につきましては、政策課のほうでやってお

ります。最終的に完成した暁には、生涯学習課のほうで管理をしていくというような

形を取ろうかというふうに考えておるところでございます。ワークショップを踏まえ

て、改修工事が９月から始まっていって、来年の夏休み前に、マンガミュージアムと

してオープンしていくというような形を取りたいというふうにお聞きしておるところ

でございます。 

郷土資料館にあります収蔵物につきましては、一旦旧給食センターといいますか、

合志中学校の隣にあります給食センター跡のほうに一旦保管をいたしまして、ヴィー

ブルの改修が済み次第、そっちの歴史資料館のほうに移していくと。資料についても、

収蔵物についても、同じものがたくさんあるかもしれませんので、その辺は精査をし

て、今後、歴史資料館、ヴィーブルの歴史資料館のほうで、合志市が一体となった研

修ができるような形で整備していきたいと考えておるところでございます。 

以上です。 

 

○髙見博英教育長職務代理者 

はい、今説明があったように、旧西合志と旧合志にあったものを一本化して、西合

志の資料館については、新しくマンガミュージアムという形で整備を進めている方向

になっているということで、今説明があったわけですが、何か御質問ないでしょうか。 

ちょっと心配しますのが、結局、蔵書、資料関係ですね、結局２つのものを一緒に

して、現在ある合志市の用地といいますか、床だけで大丈夫なのか。それとも、これ
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に伴って少し増設をするとか、その構想があるかどうかなんですが。 

はい、岐部課長。 

 

○岐部則夫生涯学習課長 

現在、ヴィーブルの歴史資料館に収蔵して、展示しておる部分については、展示し

ているものを全部収蔵庫に入れてもまだ収蔵庫としては余裕があるわけですね。展示

している部分を全部一旦収蔵庫に改修のために入れても大丈夫ですので、まだ収蔵庫

としては余裕がありますので、一旦元の給食センターに保管しますけれども、必要な

分はまた収蔵庫に移していって、展示等もその入れ替えながら、やっていけるスペー

スはありますので、そういう形で、それとともに、同じようなものが何種類もあった

りとかする場合もありますので、例えば、農機具とか、その辺は年代を追ったものに

するのか、中身を精査していきたいというふうに考えております。 

以上です。 

 

○髙見博英教育長職務代理者 

ということは、現在のその床の広さの中で、２つを統合した形で必要なもの、可能

な限りの展示をやって、そして、それ以外に収蔵として保管しておくべきものは旧給

食センターの中に保管しておくという、そういう方向になったということですね。 

はい、わかりました。 

リニューアルされて、少しすっきりした形での展示等が行われるんじゃないかと思

われます。 

じゃあ今の資料館の条例についての説明ありましたけれども、何か御質問ございま

せんか。 

はい、ございませんでしたなら、計画どおりに無事執行できることを期待しておき

ます。 

では、次に、熊本地震復旧状況についての説明をお願いいたします。 

岐部課長のほうから、じゃあお願いします。 

 

○岐部則夫生涯学習課長 

はい、復旧状況について御説明をいたします。 

前回の報告した以降で、大きく変わった分について報告をしていきたいと思ってお

ります。 

前回報告いたしました分については、ある程度もう再開をしてきましたというよう

なところで報告をいたしたかと思いますが、その後、泉ヶ丘市民センターの多目的研

修室、講堂といいますか、については８月２日にオープンをしております。それと一

番、今度は逆に、使用を中止にしたのが、泉ヶ丘、先ほどもちょっと触れましたけれ

ども、泉ヶ丘体育館でございます。５月１０日から、オープンをしておりましたけれ

ども、８月上旬、電気工事をした際に、天井の鉄骨とそれと支柱、柱を連結している
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ボルトが、２０本あるうちの１０本が破損しているということがわかりましたので、

屋根が落ちるということはないんですけれども、危険な状況にあるということで、８

月１１日から当分の間の使用を中止しております。それに伴いまして、実施設計あた

りを今度の補正に盛り込みまして、１２月の補正では、その実施設計額が出たならば

工事費用あたりを計上できるならばというふうに考えておるところでございます。ま

た体育施設が使えなくなりましたので、住民の方には大変迷惑をかけるところではあ

りますけれども、緊急な措置として、開放しておりましたけれども閉鎖をいたしてお

ります。 

それと瓦礫の処理で使っておりましたみずき台グラウンドと合志小跡グラウンドに

つきましては、一応瓦礫処理が、ある程度済みまして、整地あたりができておるとこ

ろでございますけれども、完了検査後、再開をしていきたいと考えております。 

それと御代志市民センターの講堂ですけれども、一応上の天井からの落下物がない

ような形で修理等々は済みました。移動式の椅子をチェックしたところ、ちゃんと出

てはきます。過重あたりも問題はないということですが、今度は逆に戻すとストッパ

ーが効かずに、ずっとモーターが回っている状態で止まらないということで、目視で

止めるという必要があるというようなことのようです。ですから、ちょっと古い建物

ですので、そのもしかすると、その機械自体を特注で作らないといけないかもしれな

いというような、業者からの報告を口頭で受けておるところでございます。ですから、

まだちょっとまだ今のところは講堂の再開というのはＯＫはしていないところです

が、状況を見て、その椅子の出入りだけの問題であるならば、早めに開けたいという

ふうに考えておるところです。 

以上です。 

 

○髙見博英教育長職務代理者 

はい、学校関係については、２学期始まるまでにはいろんな改修は、体育館等につ

いては済ませるというようなことでしたけれども、順調に進んでおるでしょうか。 

 

○上村祐一郎学校教育課主幹 

学校教育課のほうの学校施設のほうにつきましては、工事のほうは計画どおり終わ

っているというところです。 

 

○髙見博英教育長職務代理者 

はい、安心いたしました。 

人権教育関係のほうは特にありませんでしたかね。 

 

○三苫幸浩人権啓発教育課長 

はい、人権啓発のほうは、隣保館関係、人権ふれあいセンター、それから合生文化

会館については、幸い大きな被災もしておりませんで、検査の結果、もう使って大丈
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夫ということですので、すぐに再開して、現在は支障なく利用ができていると。あと、

集会所、それから老人憩いの家関係が少し被災がありましたので、その点については、

随時、今工事、それから修繕というところで手を入れている状況でございます。 

 

○髙見博英教育長職務代理者 

はい、ありがとうございました。以上のような進捗状態でございます。 

復旧状況について、何かお尋ねはございませんか。 

はい、ではなければ、その他について、ほかに何かありましたらお願いしますが。 

はい、それでは特にございませんでしたなら、協議については、以上で終わりたい

と思います。 

以上で、私の責めは終わりたいと思います。 

 

○惠濃裕司教育長 

それでは、髙見委員には大変お世話になりました。 

全体的に何かございませんでしょうか。ありませんか。よろしいですか。 

 

○髙見博英教育長職務代理者 

議会関係のほうで一般質問のことで、小中一貫教育とか、新設についての質問があ

っとると思いますが、これの説明は。それで何かわかっていることがあれば。 

 

○安武祐次教育部長 

答弁の中で学校施設はありません。小中一貫教育について、どういった形で決めら

れるのか、方針が、決められたのかということについては、今までの呉市の研修、そ

れから呉市の教育講演会、それとこの教育委員会議の勉強会と定例の協議という形で、

３月に方針的には決定しましたという形で、もうそういった形でお答えしていますし、

あとについては、そんなに特にこれは返答に困るなというのは特にないです。 

 

○惠濃裕司教育長 

ちょっと拙速じゃないかというそういったお声を持っている議員さんもおられます

けど、前教育長のときから小中連携というのはずっと重大努力事項で取り組んできて

おりますし、その小中一貫というのも、小中連携の延長線上にあるということで、そ

ういった視野を見据えながら取り組んできたという部分でお話をしていきたい。決し

て、拙速ではないと。職員の多忙化、これが、心配されている議員さんもおられると

思います。西中の取組については、いろいろそれぞれにしておりまして、私も今いる

現有メンバーでできるところからやってくれと。別にそのハードルを高くして、要す

るに小中一貫の確立、そういう高みを極めようとやっているわけではなくて、徐々に

徐々に成果等を検証しながら、取組を拡大していきたいということで、最初から高い

ところでやるのじゃないということで、そこのところは私のほうで話をしていきたい



 

- 29 -

と、そういうふうに思っています。 

 

○髙見博英教育長職務代理者 

一応教育委員会の中でもいろいろ協議をした点がありますので、やっぱり私たちが

心配するのが、前にもちょっと言ったかと思うんですが、議会あたりも非常にこれに

ついて学習会を開いたり、あるいは視察をしたりということで、議会があまりにもこ

う表に出とってじゃないけども、そんなことをしようとしたり、あるいは、それを逆

に議会のほうがこれいかんと否定的なほうに、あまりにもこう必死なってから凝り固

まった形の意見等が出てくると困るからですね。そういうところでやっぱり委員会の

中である程度考えていたことを基にされてのコメントを是非お願いしたいなというこ

とです。私はちょっと気になったもんですから。 

 

○安武祐次教育部長 

すみません、先ほど分離新設校の説明会については、ちょっと１週間ほどずらしま

したけども、先般、嘱託員会議の中で、区長さんのほうに、回覧等を回していただか

なきゃいけないもんですから、こういった形でしますということで説明をした中で、

３週間ぐらいしか期限がなかったんです。今印刷物をつくって、今度の木曜日に区長

さんにお願いするような形にしているんですけども、ちょっと期間が、３週間でみん

な回りきらないんじゃないのというような部分があったもんですから、ちょっと１週

間だけずらしをさせていただきました。今度の木曜日にそれぞれ各区回りますので、

そこらあたりちょっと御確認いただければと思います。 

 

○惠濃裕司教育長 

以上をもちまして、第７回の教育委員会議を終了いたします。長時間にわたり本当

にありがとうございました。 

 

午後４時４８分 閉会 


